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現
在
、
気
候
変
動
が
も
た
ら

す
持
続
可
能
性
の
危
機
や
、
少

子
高
齢
・
人
口
減
少
の
進
行
等
、

私
た
ち
は
予
測
不
可
能
な
変
化

の
中
で
、
未
来
を
切
り
拓
い
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
は

大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。

時
代
を
切
り
拓
く
カ
ギ
は

「
人
」
で
す
。
福
生
市
が
、
こ
れ

か
ら
も
継
続
し
て
、
和
と
洋
の

文
化
あ
ふ
れ
る
ま
ち
、
水
と
緑

の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と
し
て
、
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
市
民
の
皆
様

に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
た
め
に

は
、「
教
育
」
は
最
も
重
要
な
役

割
を
果
た
す
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
「
教
育
」
は
子
ど
も

た
ち
の
将
来
の
可
能
性
を
最
大

限
に
引
き
出
す
力
を
持
っ
て
い

ま
す
。
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と

な
く
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
社

会
で
大
切
に
さ
れ
、
支
え
ら
れ
、

笑
顔
で
伸
び
る
・
育
つ
環
境
を

目
指
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
令
和
４
年
度
に
お

い
て
も
、
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
、

Ｄ
Ｘ
を
強
力
に
推
進
し
、
個
別

最
適
な
学
び
と
、
協
働
的
な
学

び
な
ど
、「
令
和
の
日
本
型
学
校

教
育
」
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

い
か
な
る
状
況
下
に
お
い
て
も
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
止
め
る

こ
と
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
溢
れ
る
福
生
市
を
実
現
し

て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
の
み

な
ら
ず
地
域
社
会
の
中
で
成
長

し
ま
す
。
従
っ
て
、
地
域
社
会

は
極
め
て
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
福
生
市
の
誇
る

質
の
高
い
社
会
教
育
・
生
涯
学

習
を
一
層
推
進
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
様
々
な
学
習
機
会
を

充
実
し
て
い
く
こ
と
、
伝
統
文

化
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
こ
と

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

⑴
「
令
和
に
お
け
る
福
生
市
立

学
校
の
在
り
方
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
小
中
一
貫

校
の
意
義
等
、
教
育
施
策
に

つ
い
て
検
討

⑵
一
人
１
台
貸
与
し
た
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

を
一
層
活
用
す
る
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
活
用
研
究

を
推
進

⑶ 

立
川
市
に
開
設
さ
れ
る
Ｔ
Ｏ 

Ｋ
Ｙ
Ｏ　

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｙ
に
お
い
て
、

小
５
、
中
２
児
童
生
徒
全
員

が
生
き
た
英
語
を
体
験

⑷ 

就
学
前
教
育
と
小
学
校
教
育

と
の
円
滑
な
接
続
に
関
す
る

研
究
の
推
進

⑸
「
ふ
っ
さ
っ
子
学
習
・
生
活
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
活
用
促
進

⑹ 

「
福
生
市
立
学
校
の
体
力
向

上
策
」
に
よ
る
体
力
向
上
の

一
層
の
推
進

⑺
不
登
校
特
例
校
分
教
室
７
組

の
知
見
を
活
か
し
た
不
登
校

対
策
の
推
進

⑻
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
総

会
５
月
14
日
開
催

⑼ 

学
校
給
食
で
は
、
食
育
の
推

進
や
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
未
然

防
止
対
策
を
徹
底

⑴
「
中
央
図
書
館
改
良
事
業
」

に
着
手
し
、
長
寿
命
化
・
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
促
進

⑵
さ
く
ら
会
館
に
中
央
図
書
館

臨
時
窓
口
を
開
設

⑶
中
央
図
書
館
の
休
館
に
伴
い
、

福
生
市
郷
土
資
料
室
の
事
務

所
機
能
の
一
部
を
、
旧
ヤ
マ

ジ
ュ
ウ
田
村
家
住
宅
に
移
設

⑷
「
福
生
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
」
に
基
づ
き
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
体
験
事
業
を
実
施

⑸
中
３
生
徒
を
対
象
に
、
進
学

指
導
に
特
化
し
た
放
課
後
学

習
支
援
「
ス
タ
デ
ィ
・
ア
シ

ス
ト
事
業
」
を
実
施

　
　
　
　
◇　

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
福
生

市
の
教
育
」
を
目
指
し
、
令
和

４
年
度
も
福
生
市
の
教
育
の
持

続
、
発
展
に
組
織
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
４
年
第
１
回
市
議
会

定
例
会（
３
月
１
日
本
会
議
）

に
お
い
て
、
石
田
教
育
長
が

述
べ
た
令
和
４
年
度
福
生
市

教
育
方
針
の
全
文
は
、
福
生

市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
福
生
市
教
育
方
針
〈
要
旨
〉

学
校
教
育
重
点
施
策

社
会
教
育
重
点
施
策

○昨今の教育課題の解決や、教育に対する福生市民の想いや願いの実現という
視点を踏まえ、「令和における福生市立学校の在り方検討委員会」において、
今後の福生市立学校における教育の在り方等を検討し、施策の立案や中・長
期計画の策定に生かしていきます。

○小学校第５学年児童及び中学校第２学年生徒全員を対象として「TOKYO 
GLOBAL GATEWAY」において実施する英語教育の体験型プログラムを通
じ、「福生市英語教育推進計画」に掲げるグローバル人材としての資質や英語
力の向上を図ります。

○中央図書館の改修工事による休館に伴い、さくら会館に臨時窓口を開設しま
す。また、郷土資料室の事務所機能の一部を旧ヤマジュウ田村家住宅に移し
ます。

○市民のスポーツ習慣の定着促進、健康増進、パラスポーツの理解促進及び普
及啓発を図るため、令和３年度に引き続き、パラスポーツの指導者等を招いて
体験会を開催します。

令和４年度福生市一般会計予算 261 億８千万円が３月の市議会定例会で認定され、
そのうち教育費は 13.6％の 35 億 6,382 万３千円の予算額となりました。

教育総務費　14億 2,563 万６千円
教育委員会とその事務局、小中学校の教育指
導に要する経費
小学校費　５億 2,620 万２千円
学校の運営、学校施設の整備に要する経費
中学校費　３億 1,562 万１千円
学校の運営、学校施設の整備に要する経費
社会教育費　10億 2,160 万２千円
公民館、市民会館、図書館、プチギャラリー、
茶室の運営や、青少年の健全育成、文化財保
護などに要する経費
保健体育費　２億 7,476 万２千円
体育館及び屋外体育施設の管理、スポーツの
推進事業に要する経費

教育総務費
40.0％

小学校費
14.8％

中学校費
8.8％

社会教育費
28.7％

保健体育費
7.7％

教育費
35億
6,382 万
3千円

◆
公
益
社
団
法
人
青
梅

法
人
会
か
ら
書
画
カ
メ

ラ
９
台
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
寄
贈
は
、

公
益
社
団
法
人
青
梅

法
人
会
が
小
学
生
を
対

象
に
、
税
の
意
義
・
役

割
を
正
し
く
理
解
し
て

も
ら
い
、
税
を
通
じ
た

社
会
へ
の
関
わ
り
に
つ

い
て
併
せ
て
考
え
て
も

ら
う
た
め
に
実
施
す
る

「
租
税
教
室
」
の
周
知

が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
寄
贈
さ
れ
た

書
画
カ
メ
ラ
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し

て
、
市
内
小
学
校
の
授

業
等
で
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

 

問
合
せ  

教
育
指
導
課

指
導
係

☎
５
５
１・１
５
３
８

◆
青
梅
信
用
金
庫
か
ら

現
金
20
万
円
が
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
寄
附

は
「
あ
お
し
ん
地
域
文

化
振
興
基
金
」に
よ
り
、

青
梅
信
用
金
庫
営
業
区

域
内
の
本
支
店
所
在
地

の
市
町
村
の
小
・
中
学

校
を
対
象
に
文
化
・
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

の
た
め
の
助
成
を
行

い
、
地
域
社
会
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

（
株
）
か
ら
防
犯
ホ
イ
ッ

ス
ル
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
ホ
イ
ッ
ス
ル
は
全

小
学
校
の
新
一
年
生
に

学
校
を
通
じ
て
お
渡
し

し
ま
す
。

 

問
合
せ  

教
育
支
援
課

学
務
・
給
食
係

☎
５
５
１・１
９
４
８

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

令和４年度令和４年度のの実施計画実施計画からから主な取組主な取組をを紹介します紹介します 令和４年度教育費予算の内訳令和４年度教育費予算の内訳

氏名 新任校 前任校

髙瀬　智子 福生第一小学校校長 教職員研修センター主任指導主事

南方　孝之 福生第四小学校校長 瑞穂町立瑞穂第五小学校校長

泉田　巧人 福生第五小学校校長 練馬区立上石神井北小学校副校長

山岸　史子 福生第七小学校校長 小金井市立小金井第四小学校副校長

氏名 新任校 前任校

浅井　博行 福生第二小学校副校長 福生第七小学校主幹教諭

田中　洋介 福生第一中学校副校長 福生第二中学校主幹教諭

平井　貞昭 福生第二中学校副校長 福生第一中学校副校長

氏名 前任校 新任校

林　　宣之 福生第一小学校校長 退職

中野　幸子 福生第四小学校校長 退職

松下　正代 福生第五小学校校長 退職

氏名 前任校 新任校

長南　敦子 福生第七小学校校長 退職

古井　　進 福生第二小学校副校長 武蔵村山市立雷塚小学校副校長

市川　拓治 福生第二中学校副校長 足立区立第十中学校副校長

令和4年度福生市立学校校長・副校長の人事異動
転入者及び市内異動（敬称略）

転出者（敬称略）

 問合せ  教育指導課教職員係☎５５１・１９４４

教育指導課の先生を紹介します
福生市教育委員会には、これ

まで、主幹（統括指導主事）が
１人、指導主事が２人配置され
ていました。令和４年度、指導
主事が新たに１人増員され、４
人体制となりました。指導主事
は、小・中学校の教員の中から、
教科等の専門性が高い教員が
選考されて着任します。

福生市の各学校を訪問し、学
習指導、生徒指導等、専門的
事項を指導・助言をする役割を
もっています。どうぞよろしくお
願いします。

吉本一也 主幹 古川裕平 指導主事

田畑圭洋 指導主事 竹内秀礼 指導主事

石田　周　教育長


